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最高エネルギー太陽放射線予報システムWASAVIESの研究開発
Development of WASAVIES: WArning System of AVIation Exposure to SEP
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太陽の爆発現象から地球に向かって放出される高エネルギー粒子 (SEP)の影響は、最大規模のもので航空機パイロッ
トの 1年間の被ばく線量限度と同程度なため、宇宙天気予報でも最重要課題として知られている。しかしながら、大規
模な SEPを引き起こすコロナ衝撃波の再現が困難なため、これまで SEP被ばくの定量的な予測は困難とされてきた。本
研究では、コロナ衝撃波の発展を定量的に解く太陽コロナと磁気流体シミュレーションに、SEPの伝搬する太陽風大規
模構造を再現する磁気流体シミュレーションと、第一原理的な空気シャワーのシミュレーションを組み合わせることで、
SEP被ばくを定量的に予測することを目的とする。過去に発生した最高エネルギー SEPイベントについて、コロナ衝撃
波の時間空間発展に依存した粒子加速の基礎物理過程、つまり、非一様媒質中でのコロナ衝撃波の時間空間変化に SEP
スペクトルがどう依存するかを定量的に明らかにする。そこから、地球へ飛来する SEPスペクトルの時間発展プロファ
イルを推定し、航空機高度における被ばく線量を定量的に得る計算手法を確立する。本講演では、コロナ衝撃波加速に
基づいた最高エネルギー SEP予報システムWASAVIES (WArning System for AVIation Exposure to SEP)の開発状況と初
期結果について報告する。


